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〔　要　　約　〕
　幼稚園教育要領・保育所保育指針等の改訂と平成29年度２年次学生の期末試験結果から、次年度以降
の保育内容研究「健康」の授業内容についての方向性を探った。
　新幼稚園教育要領の中では、非認知的能力などの内面的な育ちを重視し、小学校以降の教育と連続性
を持たせたものになっている。運動経験を通じた負の循環構造を防ぐために、学生に対し子どもの内面
的な育ちを見据えて、保育者の配慮・支援がどのようにあるべきか、また幼稚園教育において育みたい
資質・能力とどう関連し、そうした育ちを進めるために、具体的に何をすると、子どもの育ちや心情に
どんな影響を与えることができるかについてイメージできるような思考過程を身につけさせて行くこと
が次年度以降の課題である。
Ⅰ．緒言
　本学は幼稚園教諭二種免許状と保育士資格の２つの
国家資格を卒業と同時に取得できる幼児教育者・保育
者を養成する短期大学である。２つの資格を取得する
ことは必修のカリキュラムとして全学生に設定されて
おり、それに関する授業の単位を修得していくことが
資格取得には欠かせない。
　中でも五領域と呼ばれる「健康」、「人間関係」、「環
境」、「言葉」、「表現」については、保育内容研究
「・・」の名称で演習科目として資格必修の科目と設
定している。これら五領域は幼稚園教育要領や保育所
保育指針の中でも中心的なもので、小学校以降の「教
科」とは若干異なるものの保育活動を捉えて行く場合
に、大事な観点ごとの括りとなっている。
　筆者は五領域の中でも、他の領域の前提条件になる
と言われる領域「健康」に関することを取り扱う授
業、保育内容研究「健康」の授業を担当している。当
科目は幼稚園教諭二種免許状、保育士資格取得のため
の必修科目となっており、毎年２年次前期科目として
開講されており、全員がこれを履修している。演習科
目となっており、学年の学生を３グループに分け、１
グループあたり35名弱の受講人数で、主に講義形式で
授業を進めている。成績の判定は期末の筆記試験にて
行っている。
　授業内容は、幼児期を中心とした子どもの心身の発
育・発達、昨今の子どもを取り巻く状況と子ども自身
の生活、保育者の子どもの活動に対する支援のあり方
や考え方についてである。
　保育の基本的な方向性やあり方を示す幼稚園教育要
領と保育所保育指針は時代背景や子どもの実情に合わ
せて10年毎に改訂が行われている。現行の幼稚園教
育要領１）や保育所保育指針２）は平成20年に告示され
たもの（幼保連携型認定こども園教育・保育要領３）
は平成26年）だが、今年（平成29年）新たに改訂さ
れ告示されている。次年度からは新しい幼稚園教育
要領４）・保育所保育指針５）・幼保連携型認定こども園
教育・保育要領６）での保育が展開されることになる。
当然、行っている授業に対してもその内容、改訂され
た部分については反映されなくてはならない。
　そこで、本研究では、次年度以降、新しい幼稚園教
育要領に対応した授業を展開し、学生が良い学修成果
を上げる事を目的とした研究を行うこととした。その
具体的な方法として、新しい幼稚園教育要領の改訂点
をまとめ、今後保育活動でより重視されていく点と領
域「健康」で力を入れて指導していく点との関連につ
いて考察を行った。また、これまでの授業内容と期末
試験の結果について分析を行い、学生の授業内容に関
する理解についての問題点を明らかにし、保育者に必
要とされる知識・考え方の習得という観点から考察を
行った。その上で、次年度以降の授業内容についての、
変更点・改善点についての方向性を示した。
Ⅱ．本論
　今回の改訂のポイントの一つに、これまでそれぞれ
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別の表記や似た表記があった幼稚園教育要領、保育所
保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の
表記を統一し、ずれていた改訂の時期も合わせたこと
にある。これまで福祉施設としてしか捉えていなかっ
た保育所も幼稚園や幼保連携型認定こども園と同じ
「幼児教育施設」として認め、幼児教育を行うことが
強調されている。
　そこで本研究で取り上げる改訂のポイントについて
は、幼稚園教育要領について中心に進めていく。
１．新しい幼稚園教育要領の改訂点について
　近年、子どもを取り巻く生活環境は大きく変化し、
それに伴ってその中で生活をする子どもの経験も大き
く変化している。子どもの経験は子どもの成長に大き
く影響し、育まれていく能力や機能にも変化を与える。
そうした能力・機能は子ども時代のみならず大人に
なってからの生活においても使われ、人生の営み方に
も大きく関係していく。変化し続けていく時代に対応
しながら、適切に対応する能力、その基礎をはぐくむ
ことが幼児教育に求められている。また社会情動的ス
キルや非認知的能力と呼ばれる、忍耐力や自己制御・
自尊心といった特性を幼児期に身に付けることが期待
されている７）。
　今回の幼稚園教育要領で最も大きな改訂のポイント
は、総則の第２に幼稚園教育において育みたい資質・
能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と
して挙げられていることである。それらは以下のよう
に記されている。
幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期
の終わりまで育ってほしい姿」
１　幼稚園においては、生きる力の基礎を育むため、
この章の第１に示す幼稚園教育の基本を踏まえ、次
に掲げる資質・能力を一体的に育むよう努めるもの
とする。
（1）豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、
分かったり、できるようになったりする「知識及
び技能の基礎」
（2）気付いたことや、できるようになったことなど
を使い、考えたり、試したり、工夫したり、表現
したりする「思考力、判断力、表現力等の基礎」
（3）心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を
営もうとする「学びに向かう力、人間性等」
２　１に示す資質・能力は第２章に示すねらい及び内
容に基づく活動全体によって育むものである。
　これらの資質・能力は、小学校教育以降で「知識・
技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、
人間性等」となり、幼稚園教育と小学校以降の教育と
が、それぞれ独立したものでなく、これまで以上に、
より密接し、関連性を持ちながら同じ能力・資質を育
もうとする方向性を示したものと言える。さらには具
体的に幼児期の終わりまで育ってほしい姿として以下
の10項目を明示している。
①健康な心と体　②自立心　③協同性　④道徳心・
規範意識の芽生え　⑤社会生活との関わり　⑥思考
力の芽生え　⑦自然との関わり・生命尊重　⑧数
量・図形、文字等への関心・感覚　⑨言葉による伝
え合い　⑩豊かな感性と表現
　これらの到達すべき目標は、個別に取り出されて指
導されるものでなく幼稚園の活動全体を通じて資質・
能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿
であり、教師が指導を行う際に考慮するものである。
　領域「健康」についての変更点については表１にま
とめた。「見通しを持った行動」や「気付き」に関す
る表現が増えているのが特徴の一つと言える。また、
東日本大震災の教訓から避難訓練による安全教育の重
要性が唱えられている。
２．平成29年度２年次学生対象の授業と期末試験の
分析
分析方法と結果
　平成29年度前期の授業内容はシラバス９）記載（表
２）通りに行われた。期末試験は、筆記試験方式で
100点満点となっている。配点の比率はおおよそ選択
問題が７割、文章問題を３割としている。選択問題に
ついては、選択肢や回答に該当する語群が必ず示され
ているものである。設問内容は指導内容から満遍なく
出題されるように配慮した。また選択問題だけでなく、
内容の理解を推し量るために文章問題を入れた。選択
問題は、保育全般に関わる問題が13点、幼稚園教育要
領に関する問題が15点、心身の発育・発達に関する問
題が43点となっている。文章問題は、自己概念の発達
に関する問題で、子どもの経験と自己概念形成の間で
生じうる負の循環構造の説明とそれを防ぐ保育者の働
きかけについて、その配慮を行う理由について29点の
配点となっている。
　分析の対象は、平成29年度の前期期末試験を受験し
た本学幼児教育科２年次107名（n=107）で、答案を
基に統計分析を行った。全てデータはMicrosoft社の
Excelにて処理を行った。
試験結果
　試験の結果、最高点98点、最低点は34点で、平均は
72.6±11.4点（平均±標準偏差）であった。得点の度
数分布は表３のとおりである。
　出題分野毎の得点率は選択問題である幼稚園教育要
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領、保育全般、心身の発育・発達が８割前後であるの
に対し、文章問題である自己概念の発達に関する問題
の得点率が６割以下と低かった。文章問題に関しては、
授業中に文章問題としてテストに出題することを告知
し、問題に関してもどのような問題であるかを伝え、
自己学習を促していた。しかし、白紙、もしくはほぼ
白紙提出が３名見られ、内容の理解が乏しい得点の低
い（８点未満）回答も４名に見られた。
Ⅲ．考察
保育内容研究「健康」の授業の考え方
　領域「健康」の「ねらい」は（1）明るく伸び伸びと
行動し、充実感を味わう、（2）自分の体を十分に動か
し、進んで運動しようとする、（3）健康、安全な生活
に必要な習慣や態度を身に付け、見通しを持って行動
するである。明るく伸び伸びと行動するためには、子
どもを取り巻く環境への子どもの信頼がなければ現れ
ない表現である。園や保育者、周囲の友達との関係の
中で自己を発揮し、主体的な活動を通じて、精神的な
満足感を得ることが領域「健康」の中で育てたい心と
体の基礎ということである。自分の体を十分に動かす
ことは身体機能の発達を促し、活動に必要な十分な体
力をつけ、動きを開発していくことでもある。また
進んで運動しようとするという運動に向かう意欲や
態度は、運動活動への知的興味・関心を示すものであ
る。こうした知的興味・関心を育んでいくためには運
動活動を通じた成功体験、有能感を感じる経験が大事
になってくる。健康、安全に必要な習慣や態度を身に
付けることは、自立した一生活者として、主体的に自
らの生活を健康で安全に営むために必要なことである。
このことが示すように領域「健康」の狙うところは幼
児の生活を通した発達の基盤を支えるところで、他の
領域の活動の前提条件と言える部分でもある10）。
　子どもと保育者との信頼関係の構築は全ての保育活
表１：新旧幼稚園教育要領における領域「健康」における改訂点
（改訂、追加された箇所には下線）
新　幼稚園教育要領〈平成29年告示〉 旧　幼稚園教育要領〈平成20年告示〉
１　ねらい
（3）健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け、
見通しを持って行動する。
２　内容
（5）先生や友達と食べることを楽しみ、食べ物への興味
や関心を持つ。
３　内容の取扱い
（2）様々な遊びの中で、幼児が興味や関心、能力に応じ
て全身を使って活動することにより、体を動かす楽
しさを味わい、自分の体を大切にしようとする気持
ちが育つようにすること。その際、多様な動きを経
験する中で、体の動きを調節するようにすること。
（4）健康な心と体を育てるためには、食育を通じた望ま
しい食習慣の形成が大切であることを踏まえ、幼児
の食生活の実情に配慮し、和やかな雰囲気の中で教
師や他の幼児と食べる喜びや楽しさを味わったり、
様々な食べ物への興味や関心をもったりするなど
し、食の大切さに気付き、進んで食べようとする気
持ちが育つようにすること。
（5）基本的な生活習慣の形成に当たっては、家庭での生
活経験に配慮し、幼児の自立心を育て、幼児が他の
幼児と関わりながら主体的な活動を展開する中で、
生活に必要な習慣を身に付け、次第に見通しをもっ
て行動できるようにすること。
（6）安全に関する指導に当たっては、情緒の安定を図
り、遊びを通して安全についての構えを身に付け、
危険な場所や事物などが分かり、安全についての理
解を深めるようにすること。また、交通安全の習慣
を身に付けるようにするとともに、避難訓練などを
通じて、災害などの緊急時に適切な行動がとれるよ
うにすること。
１　ねらい
（3）健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付ける。
２　内容
（5）先生や友達と食べることを楽しむ。
３　内容の取扱い
（2）様々な遊びの中で、幼児が興味や関心、能力に応じ
て全身を使って活動することにより、体を動かす楽
しさを味わい、自分の体を大切にしようとする気持
ちが育つようにすること。
（4）健康な心と体を育てるためには、食育を通じた望ま
しい食習慣の形成が大切であることを踏まえ、幼児
の食生活の実情に配慮し、和やかな雰囲気の中で教
師や他の幼児と食べる喜びや楽しさを味わったり、
様々な食べ物への興味や関心をもったりするなど
し、進んで食べようとする気持ちが育つようにする
こと。
（5）基本的な生活習慣の形成に当たっては、家庭での生
活経験に配慮し、幼児の自立心を育て、幼児が他の
幼児と関わりながら主体的な活動を展開する中で、
生活に必要な習慣を身に付けるようにすること。
２　特に留意する事項
（1）安全に関する指導に当たっては、情緒の安定を図
り、遊びを通して状況に応じて機敏に自分の体を動
かすことができるようにするとともに、危険な場所
や事物などが分かり、安全についての理解を深める
ようにすること。また、交通安全の習慣を身に付け
るようにするとともに、災害などの緊急時に適切な
行動がとれるようにするための訓練なども行うよう
にすること。
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動の前提条件となるため、保育者が子どもの発達の一
般的特性を理解しておくことは必須である。授業内容
として子どもの心身の発達全般を取り扱っていくのは
そのためである。
　しかし、時代とともに社会が変化し、社会の変化に
対応して人びとの生活が変わってくると、子どもを取
り巻く環境も大きく変化し、子どもの営みや活動も大
きな影響を受ける。幼稚園教育要領や保育所保育指針
が改訂されるのもそうした時代背景や子どもの生活が
変化していく中であっても、子どもの健やかな育ちを
保証していくためである。時代に対応した保育活動を
考える際には、そうした社会情勢の変化や子どもを取
り巻く環境の変化を理解し、ニーズを把握した上での
展開が必要である。
　保育内容研究「健康」の授業では、そうした授業内
容に抜けがないように心掛けている。一方で、範囲が
広範で多岐に渡るため、期末試験に出るところについ
ては、授業中に告知し、最終授業日にも再度出るとこ
ろを確認するようにしている。
試験結果について
　今回の期末試験の結果を見ると、選択問題の正答率
が８割程度であるのに対し、文章問題の正答率が５割
表２：保育内容研究「健康」のシラバス
授　業　科　目 担　当　者
保育内容研究（健康） 髙　桑　秀　郎
授業形態 単　位　数 開　講　時　期
演習 １ ２年次　前期
幼　　免 保　育　士 主事任用
● ●
●テーマ・概要
五領域の中心的な役割を担う領域「健康」。子どもの心身
の発育・発達について一般的な傾向と相互影響について論
じていく。保育士、幼稚園教諭が子ども達の生活や遊びを
適切に支援・指導していく際の考え方やポイントについて
の理解を進めたい。
●到達目標
・子どもの心身の発育発達と領域「健康」が目指す指導内
容について理解し、説明ができる。
・子どもの経験と育ちの相関関係に関する理解と指導にお
ける観点の説明ができる。
・授業に適切に参加し、授業内容の理解に努めている。
・「自分で考え、実践できる能力」⑴「現状をしっかりと
とらえることができる」を身に付ける。
●評価方法
学期末の試験から、専門的理解の程度（60％）、「自分で考
え、実践できる能力」⑴獲得の程度（30％）、授業参加度
（10％）で評価する。
●教科書・参考文献
（参）「保育所保育指針・幼稚園教育要領　ガイドブック」　
フレーベル館
（参）保育内容「健康」健帛社
（参）「幼保連携型認定こども園保育要領」フレーベル館
●授業内容
１．領域「健康」の考え方
２．領域「健康」と他の領域の関係
３．小学校教育と領域「健康」の関連性
４．健康にかかわる子どもの生活実態
５．体格の発達と生理機能の発達
６．運動能力と動きの獲得
７．生活習慣と動作の発達
８．子どもに多い病気
９．情緒・社会性の発達と運動
10．パーソナリティーの発達と運動
11．運動経験とパーソナリティー形成の関係
12．感覚運動的知能と概念的知能の発達と運動
13．子どもの生活と運動
14．全身的活動（運動遊び）と指導
15．子どもの生活と指導
16．試験
●授業時間外の学習
配布した資料と板書内容を確認し、既習内容を確認する。
実習での子どもの観察の様子と授業で取り扱っている内容
を関連付けて考える習慣をつける。
表３：試験結果の度数分布と基本統計
～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点
13 24 40 23 7
n =107
Average±SD：72.6±11.4
Max：98点
Min：34点
表４：出題分野ごとの正答率
分野
配点
保育全般
13
幼稚園教育要領
15
心身の発育・発達
43
自己概念の発達
29
得点
（mean±SD） 11.0±1.4 12.2±2.2 33.4±5.0 16.1±6.0
正 答 率
（％） 81.4％ 84.3％ 77.7％ 55.5％
表４－２：文章問題の正答率
分野
配点
循環構造の説明
16
保育者の配慮
８
配慮の理由
５
得点
（mean±SD） 9.1±0.3 4.4±0.2 2.6±0.2
正 答 率
（％） 56.8％ 55.6％ 51.0％
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半ばと低かった。これは、学生の文章能力とも関係す
る可能性が高い。事前に文章問題での出題と問題文を
提示していたにも関わらず、白紙回答が複数見られた
こと、説明が稚拙で不十分な回答が多く見られたこと
からも言える。
　今回の問題は、子どもの運動経験と自己概念形成の
間で生じ得る負の循環構造に関する説明（16点）とそ
れを防ぐための保育者の配慮（８点）、そしてその理
由（５点）としている。
　人がある環境の中でどう行動するかは環境と自己の
関係をどう認識するかにかかっている８）。自己の発達
は、乳児期の自己の体の認識に始まり、次第にその領
域を拡げていく。幼児期においての自己は、自分自身
である自分の体を使って何かすることのできる自分、
自分の体を使って何かを行った活動を自分として認識
することである。運動の活動はまさに自分の能力の発
揮の場であり、向上の場でもあり、自分そのものを感
じる場でもある。運動の中で有能感を育むこと、肯定
的自己を形成することは、自分の周囲の環境に意欲的
に働きかけるためにも、今、望まれている主体的に生
きることの出来る「生きる力」の基礎を育んでいくた
めにも必要なことである。
　子どもは未熟ながらも自らの能力を駆使して活動を
行い、その活動に必要な能力、機能を使っていくこと
で、自らの能力・機能を開発、向上させていく。自ら
環境に働きかけようとする意欲は、健全な発達のため
には欠かせないものである。活動への意欲は、自分が
行った活動に対する充実感や満足感、あるいは自身が
問題を解決した経験、成功体験等によって育まれ、自
身に対する有能感、肯定的自己の形成の結果、行動特
性として現れる。周囲の環境に対する知的興味・関心
も自らのアプローチによって充実した、あるいは満足
できた経験によりさらに高まっていくものである。
　しかし、子どもの活動は、すべてが良い方向に向く
ものばかりではない。発達途上の子どもが活動に失敗
することは決して珍しいことではない。また運動によ
る活動は子ども自身にとっても成功したか、失敗した
かがわかりやすく、集団での遊びが増えてくると勝ち
負けのつくものも増えてくる。活動の結果、自身に失
望し、無力感を感じるなど否定的自己を形成し、活動
に対して意欲的でなくなり、周囲の環境への知的興
味・関心も失ってしまう。そのような事態を招かない
ようにするため、身近で子どもの活動を支援する保育
者の関わりや配慮は、子どもの経験を左右すると言っ
ても過言ではない。
　子どもが運動をした際どのような経験をするかに
よって、形成される自己概念は異なり、肯定的な自己
を形成するか、否定的な自己を形成するかによって行
動特性や、知的興味・関心の持ち方も異なってくる。
当然であるが、運動に対する意欲が低い状態では、運
動をする機会も減り、運動技能に関しては、練習を行
わない状態では上達することがなく、運動技能が低い
ままで、成功体験を望めない。一方で盛んに活動に意
欲的に取り組む子どもにおいては、運動を盛んに行う
ので、運動技能が向上し、成功体験を重ねる形となっ
ていく。つまり、運動の経験が形成する自己概念や行
動特性に影響を及ぼすだけでなく、どんな自己概念を
形成したかによっても、運動をする機会自体やその運
動経験も変わってくるというように循環していく。こ
の構造を説明してもらうのが問題となっているが、運
動の経験が、どのような自己概念を形成し、どんな行
動特性を持ち行動がどうなるまでは多くの学生が記述
できているが、その行動が次回の経験にどう影響して
いくかまで記述している回答となると少なくなってく
る。運動遊びが上手くいかない、あるいは負けた経験
によって無力感を感じ、否定的な自己概念を形成して、
運動が嫌いになる、運動をする機会が減るまでは書い
てあるが、運動が嫌いになる、運動をする機会が減る
とどうなると言った事までは説明されていないものが
多い。この部分についても、授業で説明時に一方通行
でなくて、循環構造なので、運動が嫌いになる、運動
の機会が減るだけで終わらず、運動技能が向上せず、
次回も上手くいかず、無力感を感じるようになると循
環させて説明することを求めている。
　自分に自信がもてない、否定的な自己概念を持つと
他の活動に対しても意欲的でなくなり、消極的な行動
特性となり、活動の機会が減り、能力を発達・向上さ
せることが出来ないと言った部分に考えが及ばないと、
保育者の配慮の根拠も「運動で嫌な思いをさせない」、
「運動を嫌いにさせない」と表面的な事象に囚われて
しまう。子どもの中でその運動の経験を通じて、どん
な思いをし、どんな育ちがあるのかと言った自己の発
達の本質的な部分にまで考えをめぐらせないので、対
応のあり方も画一的で形式的に子どもの活動を褒める
だけとなってしまう。子どもの感情と共感できないま
まの対応は、子どもの心情に働きかけられる可能性は
低くなってしまう。保育者の配慮の理由についても、
「運動が嫌いにならずに済む」、「運動をする機会が減
らない」と言った表面的な理由が多く見られた。褒め
たり、認めたりすることが子どもにどのような影響を
もたらし、その結果として何故、「運動が嫌いになら
ずに済む」、「運動をする機会が減らない」のかの説明
がなされている回答はほとんどなかった。同様に、運
動肯定的な自己が形成されることで自分に自信がつき、
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意欲が向上し、環境への働きかけが増え、そうした活
動性の高まりが、他の活動へも波及することについて
触れるものは少なかった。これは循環構造の後半部分
の理解が不足しているためと考えられる。
試験結果の考察と新しい幼稚園教育要領の改訂点との
関連・今後の課題
　今回の幼稚園教育要領の改訂の中では、活動に対す
る意欲を含む「学びに向かう力、人間性」と言う表現
で非認知的能力の育みを重視している。運動の経験の
中での子どもの育ちと保育者の支援について、その部
分の理解と説明が不十分である点は、次年度以降の大
きな課題と言える。
　保育者の配慮として回答で多く見られたのは、「活
動そのものを認める」、「前回より良くなった部分を褒
める」、「活動の中でよかった部分を褒める」、「頑張っ
た点を褒める」といったものである。幼児期の自己の
拡がりの一つとして、自分の肉体を駆使して行った活
動そのもの、活動の結果によって生み出されたものも
自己の一つとして認識されることが多い。その点で、
活動や頑張りが認められることは、否定的な自己を形
成することを防ぐことが出来る。さらに信頼できる人
からの活動の承認は、子どもの自己肯定感を満たす場
合も多い。しかし一方で他者からの承認だけを求める
ようになっても、問題がある。つまり、自分自身の興
味や欲求に基づいて活動を行うのでなく、他者からの
賞賛や承認を求めて活動を行うようになる可能性があ
るからである。活動を通じての自己観察によって子ど
も自身が、存分に能力を発揮し、楽しく充実した活動
をしたと実感できるような環境設定、保育教材を提供
していくこともまた必要である。もちろん、そうした
回答もあったが、少数であった。その時点での子ど
もの興味・関心や能力、育ちつつあるものを見極めて、
保育の活動を展開していくことが保育の中での王道で
ある。しかし、発達の一般的傾向と活動内容の整合性
は考えるものの、内面的な自己概念の発達との関連に
までは、理解が十分進んでいない、あるいは関連付け
るところまで想像が及ばないのかもしれない。それは
先に述べた配慮の理由が形式的なことだけにとどまっ
ており、保育者の配慮が子どもにどのような影響をも
たらし、子どもの行動として現れるのかの説明がなさ
れない回答が多かったことからも窺える。
　これまでも、子どもの運動経験が自己概念の発達に
与える影響についての構造については、重視して授業
の中でも取り扱ってきた。期末試験においてもそのこ
とを確認するため、文章問題として、配点比率も比較
的高くして行ってきた。運動経験がどのような自己概
念を形成し、行動特性としてどう現れるかまでは、関
連付けて考えられるようであるが、形成された自己概
念が、その後の行動、経験にどのように影響するかま
では理解と説明が及ばないものが多く見られた。そこ
で次年度以降はその部分についての説明を増やし、学
生側の理解を進められるようにしたい。また、保育者
の配慮・支援についても、幼稚園教育において育みた
い資質・能力と関連付けながら、そうした育ちを進め
るために、具体的に何をすると、子どもの育ちや心情
にどんな影響を与えることができるかについてイメー
ジできるような思考過程を身につけさせていきたい。
と同時に、文章問題の中の配点比率も変更し、保育者
の配慮の理由等について配分を高くしていこうと考え
ている。
Ⅳ．まとめ
　幼稚園教育要領・保育所保育指針等の改訂と平成29
年度２年次学生の期末試験結果から、次年度以降、保
育内容研究「健康」の授業で力を入れて教授していく
内容を探った。期末試験においては、選択問題の正答
率より、文章問題の正答率が低かった。文章問題の趣
旨は、子どもが運動を通じた失敗体験により、否定的
な自己概念を形成すると、活動に対し、意欲的でなく
なり、自らの能力を向上させる機会を失い、失敗体験
を繰り返し、さらに否定的な自己を形成する危険性が
あるといったものである。そうした循環構造を防ぐた
めに保育者が配慮できること、そして配慮の理由を求
めたが、構造の説明が浅く、不充分で、そのため、子
どもの内面での育ちに説明が及ぶものが少なかった。
　新幼稚園教育要領の中では、非認知的能力などの内
面的な育ちを重視し、小学校以降の教育と連続性を持
たせたものになっている。運動経験を通じた負の循環
構造を防ぐために、子どもの内面的な育ちを見据え
て、保育者の配慮・支援がどのようにあるべきか、ま
た幼稚園教育において育みたい資質・能力とどう関連
し、そうした育ちを進めるために、具体的に何をする
と、子どもの育ちや心情にどんな影響を与えることが
できるかについてイメージできるような思考過程を身
につけさせていくことが次年度以降の課題と言える。
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SUMMARY
Hideo  TAKAKUWA:
Consideration about Class Contents in the Next Fiscal Year of
Childcare Contents Study “Health”
− From the Revision Point of the New Kindergarten Education Point and
Nursery School Childcare Guidance and the Result of the 2017 term-end Examinations −
　　　From the revision such as the kindergarten education point, the nursery school childcare guidance and the 
term-end examination result of the 2017 2nd grade students, I investigated the directionality about class contents of 
the childcare contents study "health" after the next fiscal year.
　　　In the new kindergarten education point, I make much of the internal breeding such as the non-cognitive 
ability, and it is to the thing which kept education and the continuity after the elementary school. I want to let 
the breeding and the feelings of the child wear what kind of process of thinking that I can image whether you can 
affect it when I do what concretely to fix its eyes on the internal breeding of the child to prevent negative circulation 
structure through the exercise experience, and that how should be consideration, the support of the childminder or is 
related to nature, the ability that I want to bring up in kindergarten education again how, and to push forward such 
breeding.
(Uyo Gakuen College) 
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